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～1000 人の死を見届けた終末期医療の専門家が書いた～ 
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（ はじめに ） 

「先生は後悔したことがありますか？」・・・「勿論、しょっちゅうありますよ」 

癌の末期は様々な苦痛を伴う、私はそれを取り除くスペシャリストで、その苦痛

は取り除けても、その人の心の苦痛を取り除くことはなかなか難しい、私も迷い

悩むことが良くあり、ただただ裸の人間として向き合い、後悔を持ったままで、

亡くなってもらいたくない「あなたの後悔は何ですか？」私は代表的な悩みと、

後悔の事例をあげ、後悔の少ない人生を用意して頂きたいと念願しています。 

第1章 健康・医療編 

①死ぬときに後悔すること～健康を大切にしなかった事・健康情報を鵜呑みに

しない～私の叔父がかつて末期がんに侵された時「一番大事なのは身体です、

それがよくわかりました」と言っていたことが私はズ―と忘れられない。 

＊健康体験のからくり～健康食品や医療の手っ取り早い方法が「体験談」だ 

＊癌は増えているのか～死者数 34 万人超、死因の 2 位が「心疾患」癌の真犯人

が決定的なものは見つかっていないが単純に西洋医学が感染症等のかつての

死因を激減させ、人は長生きとなり細胞分裂の回数が増えた事によりエラー

である癌が生まれる確率を増やしたのではないか。 

～早期発見や最良の癌対療法～年一回キチンとした人間ドック受診がおすすめ 

 病気になる前に金を使うか、なってから使うのか～富裕層は早期発見に気を

付けているが一般の人は十分に使いこなしていないと感じる、健康な内から

健康を大切にすることです。 

②タバコをやめなかった事～推奨しないが絶対反対でもないが胎内に子供がい

るにもかかわらず、喫煙をやめようとしない妊婦は苦手だ。 

～癌ばかりではない喫煙のリスク～肺気腫の主要な原因は喫煙 

～吸わなければよかったと後悔する前に～喫煙は肺ガン、食道がん、咽頭がん等

軒並みリスクが拡大する、勝手に寿命を削っているかもしれない禁煙の勧め 

③生前の意思を示さなかった事～食い違う患者と家族の意志 

 自分が亡くなるときに余計なことをしてほしくない（延命治療）ところが家族

は亡くなるのが忍びないので出来るだけ長く生きていて欲しいと。 

～良心的な代理人に意思表示の代行を依頼するしかない自分の意志を紙に残す

と盤石である  

～大切なのは遠慮なく話し合う事、後で悩むくらいなら自分の意志や希望を、 



ハッキリ言うべきだ。 

～平素から意思表示しておく～家族にだけでも明らかにしておく（生前意思） 

④治療の意味を見失ってしまったこと～「ただ生きることが最上の目的なのか」 

 長生きや健康は自分の夢や希望を叶える「手段」だと思う。 

～余命 3 ヶ月程度ある患者さんから「先生、もう 2 週目です！」何のこと？・・・ 

 「もう根治しないと云われたから旅行に行ったり、遠方の家族に会いに行った

り、全て成し遂げてきました」と、誇り高い表情で云った。 

～最後の時間を有意義に過ごすために～十分に良心的な専門家の意見を聴いた

上で家族と話し合い治療を考えれば治療の真の意味、つまり最後の自己実現

する機会や家族や親しい人と過ごす重要な時間が可能となり後悔は少ない。 

第2章 心理編  

⑤自分のやりたいことをやらなかった事～自分の気持ちに嘘をつかない事～ 

ひとしく皆が言い残す「人生はあっと言う間であった」と。 

～自分を偽って我慢することは最も自分の健康に良くない事と思う。 

～いまわの際に後悔しない為に～自分に嘘をついて生きてきた人は必ず後悔す

ることになろう、胸を張って想いに忠実で全力で走るから皆が感動する。 

～自由に生きるか、忍従に生きるか～他人になるべく迷惑をかけない、という 

前提でもう少し好き勝手に生きても良いと思われる「自分を取り戻す」 

⑥夢を叶えなかった事～一つのことを続けると良いことがある～ 

 ピアニストになれないがピアノの上手な女性が最後に病棟の患者さんを涙さ

せる演奏ができた＝長年持ち続けた“夢の結晶”とも言えた。 

～人が人である様に生きる「夢追い人」の存在は余人を感動させる生き方となる 

⑦悪事に手を染めない事～人は大なり小なり殺生している～ 

資源を無駄にどれだけゴミを出しているか、地球への悪行は決して軽くないが、

度の過ぎる罪悪感は自らを損なうだけだ。 

～死を迎える犯罪者の苦しみ、とある犯罪者が死を迎えようとしていた～ 

彼は「赦しが欲しい」といった、キリスト教の洗礼がなされることになり、  

その前の数日間は彼の“のたうち回る様”は恐ろしいものだった、彼の本当の

悔いが天を動かしたのだろう、洗礼の日の嗚咽は止めようもなく、その後数日

で亡くなったが、それまでの彼とは打って変わった穏やかな表情だった。 

⑧感情に振り回された一生を過ごした事～平常な心と忍耐の限界～ 

米国の有名な医師であり教育者ホスラー博士は「平常な心が必要であり決して

立腹してはいけない」と。 

～小事に心を揺るがせないことが大事～ある人が「死ぬことからすれば、そんな

ことは泣いたり怒ったりする程のことではない」と「誰しもが天に帰るのだか

ら皆同じ、それを知っていれば私はもっと穏やかに生きられた」と思うと。 



⑨他人にやさしくしなかった事～優しさを行うむつかしさ、特に言葉は難しい 

 自分の死期が迫り、自分の視点が変わると、又違った世界が見えてくる。 

 星野富弘氏の「鈴の鳴る道」～車いすに乗った生活で、デコボコ道には段差に

滅入ってしまうが鈴をつけて“チリ－ン”と鳴ると、心が変わった、平らな道

では鳴らないがデコボコ道での鈴の音は人生のデコボコ道と同じで美しく鳴

り続ける人もいる、このデコボコ道を迂回せず進もうと思う。 

～心の美しい人は後悔が少ない～ 

他人に心から優しくしてきた人は死期が迫っても後悔の念が少ない。 

⑩自分が一番と信じて疑わなかった事～「耳順」難しさ～ 

 孔子でさえ 60 才で、今の感覚で云うと 80 歳以上になっており、人の言葉を 

素直に受け入れるのは難しいものです。ワンマンだった彼は自分の体が弱っ

た時に、初めて人の言う事に心から心を傾けるようになった。 

～なぜ良心的な医者はセカンドオピニオンを進めるのか～ 

 一人の医者だけの判断では間違いを犯しているかもしれないと考えるから。 

～一歩引いて、物事を考える～「耳順する」ことも自らの窮地を救うことに 
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⑪遺産をどうするか決めなかった事～遺産と介護の問題～ 

 遺産は、残った家族で上手に分けてくれるなど期待すべきではない。 

主介護者に多くの負担がかかっているにも拘わらず遺産分与が平等であった

りして非常に難しい。 

～遺産分与の話は元気なうちに～ 

 三本の矢の遺訓を三兄弟に示した毛利元就の様に兄弟一致で事に当たるよう

に同じ席に呼んで訓示・教育する、一日で全て決める事、遺産に限らず、ある

程度の年齢に達すればキチンと整理する事。 

⑫自分の葬式を考えなかった事～自分の望む葬式とはどんなものか～ 

 私の心の中に 3 人の強い記憶を残した患者さんは死を恐れていなかった、粛々

と従容として待っていた、残りの方は大なり小なり死を恐れていた。 

～自らの葬儀を準備していた～3 人の内の一人は女性で淡々と、自分の葬儀の 

準備をすませていた。 

⑬故郷に帰らなかった事～死期が迫ると人々は過去に戻っていく。 

～断ち切れない故郷への思い～帰れるなら一度は帰った方が良い。 

～余命数週間の女性の奇跡的な旅路～ 

なんと飛行機に乗って千キロ以上も離れている故郷に帰った、父母の墓に手

を合わせ、兄弟達とも忌憚なく笑い、心の中でハッキリと、別れを告げた。 

 よろめく身体を奮い起こしてまともに歩くのも困難だった 70 代の女性の奇跡

的な旅路だったが、なんとその後 1 年近くも生きた。 



～故郷の病院への転院で幸せな最期を迎えた女性～ 

 病院探しは難航したが、転院すると沢山の家族が彼女を囲み笑顔が絶えるこ

ともなく、死の瞬間まで続いた。 

⑭美味しい物を食べておかなかった事こと～食べようとしても食べられなくな

る現実、死期が迫ると大体食欲は落ちる、私が一番つらいことは何か？と聞く

と「食べろ、と促される事が辛い」と 

～本当に欲しい物を望んだ時～そっと差し出すのが重要です、味が変わってし

まっていて後悔するかもしれない、好きものは食べておいた方が良い。 

～好きなものを楽しく食べる～他の人と共に食するから楽しい。 

⑮仕事ばかりで趣味に時間を割かなかった事～ 

「仕事命」の人生を後悔しない為に糖尿病になった切掛けに散歩の喜びを知っ

た 70 代の男性、不幸にも末期がんとなって死期が迫っても毎日散歩に行って

いた「歩くのが楽しい、自然が美しい！とかを散歩で初めて知った」と 

～粘土細工に家族への思いを込めた女性～10 代のお子さんが二人いて、彼女の

遺言はその作品集だった、子供たちの絵を描いたり俳句を作ったり粘土細工

でフクロウを作り、いつしか家族となっていたが妹さんが焼き上げて置物に、 

 彼女の創作意欲は死の数日前までほとんど衰えなかった、その作品は死後に

は家に残された。 

～素晴らしい歌い手もいてホスピスのロビーで彼女の最後の舞台は圧巻の歌声

だった一方で再び歌う為に彼女は最後まで生きようとして命の炎を燃やした。 

⑯行きたい場所に旅行しなかった事～旅行は出来るうちにしておくほうが良い、 

 終末期の旅行は非常に難しい、制度上も煩雑な手続きを要求される事が多い、

そればかりではなく行くだけで力の大半を使い切り現地で旅を楽しむ余裕が

なくなってしまう。 

～最後の旅で人生を完結させた人達～車いすに乗った 80 代の男性がハワイに行

きたいと云った時は私もさすがに驚いた、余命も 2～3 ヶ月と推測、娘さんも 

 夢を叶えさせたいと、慣れない英文の事務処理の手間に暗澹たる気持ちで精

を出したが出発して数週間後に彼は帰ってきた、娘さんが代弁して「とても、

とても、楽しかったようです！」と云われ私も嬉しかった。 

                              （ 前編 ） 


